
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年第２回野田市議会定例会 （会期 6月 7日～6月 26日） 

鈴木市長による市政一般報告要旨 

①全事務事業の見直しついて 

  平成 30年度予算編成に向け今年度当初から全事務事業の見直しを実施している。予算上の

細事業ごとに見直しシートを作成し、部局ごとに、ゼロベースをキーワードに「この事業は必

要なのか・なくなったらどうなるのか」から始めて、「更に効率よくサービスを拡充する方法

はないか」などを検証し、事業そのものの見直しを進め、財源の確保を図り、新たな市民サー

ビスの実施につなげていきたい 

②野田市部活動ガイドラインの策定について 

  スポーツ庁では「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を平成 29年度末ま

でに策定することとしていることから、国や県のガイドラインを基に文化部活動も含めた部活

動全般のガイドライン作りの検討を始めたところであり、今後「野田市部活動ガイドライン」

として策定し、児童生徒にとって魅力的であり、教職員の意欲が高まり、保護者や地域から信

頼される部活動を展開していきたい。 

③のだ市報のカラー化について 

  これまで、正月号を除き黒一色の印刷を基本に発行してきたがより読みやすい紙面とするた

めに 4 月 15 日号から全ページをカラー化した。1 日号の紙面を 4 ページ減らしたが、構成

の見直しや、色を使うことで情報量が減らない工夫をしている。また、掲載記事とホームペー

ジを連携させたホームページ検索も導入し、記事の最後に記載されている 7 桁の番号を入力

することで記事の詳細が簡単に確認できるようになった。 

④連続立体交差事業について 

今年度末の全線仮線切替え及び愛宕駅東口の仮駅舎設置を目指し、工事に着手し事業が進捗

してきている。連続立体交差事業並びに愛宕駅及び野田市駅の整備状況など、PRを兼ねた広

報誌を発行し、駅に備え付けるとともにホームページへも掲載し広く利用者へ周知していく。 

⑤オリジナル原付ナンバーについて 

  生物多様性実施事業の１つとして生物多様性の取組みを市内外の多くの方へ発信し、野田市

をアピールするとともに市への愛着を深めてもらうために、生物多様性の取組みをアピールす

るデザインを施した「オリジナル原付ナンバープレート」を限定 1,000枚で 10月中に交付を

開始する予定であり、新規登録者には従来の白地ナンバーとの選択を可能にし、使用中のナン

バーは 1回に限り無償で交換もできる。 
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滝本 けいいちによる 一般質問の要旨 

①放課後児童クラブ（学童保育）について 

＜質問＞   

放課後児童クラブとは児童福祉法に基づき共働き家庭など保護者が昼間家庭にいない小学生

児童に対して、児童の安全を守る場であるとともに、授業の終了後あるいは長期休暇期間中に適

切な遊びや生活の場を与えて、その健全育成を図る事業であるとされています。仕事と子育ての

両立が国を挙げての課題となる中で、保育所を利用していた家庭や、小学校入学を機に職場復帰

を希望する保護者にとっては、需要の高い施設となっています。しかし学校休業日の開所時間が

朝 8 時のため、子どもを預けてからでは仕事に間に合わないため、働き方を変えたり、仕事を

辞めたりしなければなりません。そこで伺います。学校休業日の開所時間を早くすることはでき

ないのかお聞かせください。 

＜答弁＞ 

野田市では国の基準 8 時間以上を上回る 10 時間半以上という規定で野田市は開設されてい

ること、開設時間の問題より過密化の問題が喫緊の課題であること、近隣各市でも実施していな

いこと、保護者説明会において閉所時間の延長の要望はあるが開所時間を早める要望は少ないこ

となど、現実のニーズが多くないことを踏まえて、これまで実施してきてない。最近においても

それらの状況は変わっていないことから、他の課題を優先していく考えであり、今のところ開所

時間を早める考えはないが引き続き状況をみていきたい。 

＜感想＞ 

 学校休業日の開所時間を早めることはできないかという要望は毎年挙がってくる。更に、野田

市の条例でも児童の保護者の労働時間を考慮して開所する時間を定めることとなっています。近

隣市が実施していなくても行っている施策はたくさんあり、開所時間を早めてほしいという要望

についても行政に届いていない（聞いていない？）だけであり、保護者の就労時間や就労状況が

多様化している実態を踏まえて閉所時間だけでなく開所時間についても早めてほしいと要望し

てきました。 

 今回行った一般質問の一覧  

１. 放課後児童クラブ（学童保育）について 

・ 役割と必要性について        ・学校休業日の開所時間について 

・ 防犯・防災対策について 

２. 校務支援システムについて 

・ システムの整備内容について    ・情報セキュリティについて 

・ 保護者への説明について 

３. 災害時の避難場所について 

・ 避難所の開設・運営訓練について ・避難所の女性用更衣室や授乳室について 

4. スポーツ振興について 

・ 障がい者スポーツの普及・推進について 

・ 体育館トレーニングルームについて 

・ 体育館等で実施される各種教室について 

 


